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　　　　今月の主な内容
60年度施政方針と財政・一・……・一　　　・・P2～P5

下水道事業、カメラの目…一一一……・一P6～P7

r環境美化の促進に関する条例」スタート、

わが家の味…一一一…・・一……………・・一P8～P9

畜犬届と予防接種、婦人の家、

勤労青少年ホーム募集…………・…一・……P10～P11

地名アレコレ、市民文芸、市民登場………P12～P13

おしらせ・……………一・………一一P14～P16
休日急患当番医、定例相談、カメラ・ニュース……・P18

祝東北新幹線上野開業

　3月14日、東北新幹線上野開業を祝う記念行事が

自石蔵王駅で行われました。同駅コンコースでは、

大鷹沢小児童による「文珠ばやし」や地方青年、婦

人部による郷土芸能が繰り広げられ、また、小、中

学生らの図画・書道展、市民有志による生け花や盆

栽展、地元物産の展示即売会などもあり、華やかな

一日でした。関連記事7ページに掲載。



卜60年度がスタ

こ
レ
し
し

の
施
政
方

針

硬
直
化
傾
向
は
今
後
更
に
進
む
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
昭
和
六
十
年

度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

と
と
も
に
、
効
果
的
教
育
が
行
わ
れ

る
よ
う
適
正
規
模
の
学
校
と
す
る
た

め
新
た
に
学
校
を
建
設
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
見
地
方
ら
、
昭
和
五
十
三

年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
自
石
市
新
総

2

り

活気ある
住みよいまちづく

　
第
二
百
十
一
回
白
石
市
定
例
市
議

会
が
三
月
へ
日
か
ら
三
月
二
十
二
日

ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
冒
頭
、
川
井
市

長
よ
り
、
昭
和
六
十
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
の
、
市
政
全
般
に
わ
た

る
施
政
方
針
の
所
信
表
明
が
お
こ
な

騰
は
じ
め
に

　
本
日
、
こ
こ
に
第
二
百
十
一
回
自

石
市
議
会
が
開
会
さ
れ
、
昭
和
六
十

年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
提
出
議

案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た

り
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
の
市
政

に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
議

員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
八

年
秋
の
オ
f
ル
シ
ョ
ノ
フ
を
契
機
に
、

わ
が
国
経
済
が
一
転
し
て
安
定
成
長

路
線
に
転
換
し
て
以
来
、
現
在
ま
で

景
気
は
引
き
続
き
停
滞
し
、
こ
れ
を

反
映
し
て
財
政
は
、
国
、
地
方
を
通

じ
て
窮
迫
の
度
を
加
え
、
ま
さ
に
破

わ
れ
、
教
育
環
境
の
整
備
を
最
重
点

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
物
件
費
な
ど
の
経
費
は
こ
れ
ま
で
以

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
の
優
先
、
上
に
極
力
節
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
台
計
画
に
も
二
の
こ
と
が
盛
り
込
ま

生
活
環
境
及
び
道
路
交
通
体
系
の
整
、

備
、
産
業
の
振
興
な
ど
の
主
な
る
施

策
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

綻
的
様
相
を
呈
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
し
て
も

　
昭
和
六
十
年
度
の
地
方
財
政
は
、

国
の
財
政
と
同
様
、
累
積
じ
た
巨
額

の
借
入
金
を
抱
え
、
加
え
て
こ
れ
ま

で
聖
域
扱
い
さ
れ
て
き
た
生
活
保
護

費
や
福
祉
施
設
運
営
費
、
公
立
学
校

施
設
整
備
費
な
ど
に
対
す
る
国
庫
負

担
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど

に
よ
り
、
引
き
続
き
収
支
不
均
衡
の

構
造
に
あ
り
、
前
年
度
以
上
に
苦
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
環
境
の

下
で
の
本
市
の
現
状
は
、
老
朽
化
し

た
学
校
施
設
の
整
備
、
生
活
環
境
及

び
道
路
交
通
体
系
の
整
備
な
ど
緊
急

に
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
う
え
、
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
も
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
主
要
な
財
源
で
あ
る
国
、

県
支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
引
き
下

げ
や
、
市
税
、
地
方
交
付
税
に
つ
き

　
　
　
　
、
景
気
が
梢
々
回
復
基
調

に
あ
る
と
は
い
え
、
大
幅
な
伸
び
は

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
の

教
育
環
境
の
整
備
を
最
重
点
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
優
先
に
予

算
措
置
を
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
以
下
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

を
も
含
め
実
施
し
よ
う
と
す
る
主
要

な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
、

併
せ
て
市
政
各
般
に
わ
た
っ
て
の
構

　
　
　
む
れ
セ
て

想
等
を
披
潅
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
．

教
育
施
設
の
整
備

　
私
は
、
昨
年
十
二
月
の
定
例
市
議

会
冒
頭
、
市
政
に
対
す
る
所
信
の
表

明
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
最

重
点
施
策
と
し
て
強
調
い
た
し
ま
し

た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
仮
称
東
中
学
校

の
新
設
と
白
石
中
学
校
の
改
築
を
中

心
と
す
る
一
連
の
教
育
施
設
の
整
備

充
実
で
ご
ざ
い
ま
し
た
．
、
．

　
人
口
の
増
加
が
市
街
地
周
辺
に
集

中
す
る
傾
向
が
強
く
、
白
石
中
学
校

の
生
徒
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
二

と
と
同
校
校
舎
が
老
朽
著
し
く
危
険

で
あ
る
こ
と
か
ら
校
舎
を
改
築
す
る

れ
、
爾
来
毎
年
の
よ
う
に
実
施
計
画

に
組
み
入
れ
ら
れ
、
、
歴
代
市
長
は
”
イ
、

の
実
現
の
た
め
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

払
わ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
事
情
等
の

制
約
か
ら
果
た
せ
ず
今
日
に
至
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
．
し
か
し
市
民
の
多
年
の

悲
願
で
あ
る
こ
の
学
校
問
題
は
］
日

も
早
い
結
着
が
迫
ら
れ
で
、
お
り
、
そ
、

れ
を
果
た
す
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
、
れ

た
責
務
で
あ
る
二
と
を
深
，
、
自
覚
し
、

仮
令
他
の
事
業
に
或
る
程
度
の
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
が
あ
る
と
し
て
も
、

万
難
を
排
し
て
実
現
す
る
と
の
決
意

を
表
明
し
た
と
二
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
先
づ
、
昭
和
六
十
年
度
に
は
、
総

額
約
四
億
六
千
五
百
九
十
余
万
円
を

二
の
学
校
関
係
費
と
し
て
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．
仮
称
東
中
学

校
の
用
地
を
臼
石
市
土
地
開
発
公
社

を
通
し
て
取
得
し
、
さ
ら
に
造
成
工

事
を
年
度
内
に
完
了
す
べ
く
努
力
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
等
次
年
度
以
降

に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
の
推
移
を

的
確
に
見
定
め
、
着
実
に
事
業
を
進

め
、
公
約
通
り
五
年
以
内
に
す
べ
て
、

を
完
了
す
べ
．
、
渾
身
の
努
力
を
払
う

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
・
・
ご
支
援
ご
協
力
下
き
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．
、
．

　
　
　
農
　
林
　
業

　
次
に
農
業
関
係
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
．
、

　
本
市
に
お
け
る
農
家
の
動
向
を
み

ま
す
と
、
専
業
農
家
及
び
第
一
種
兼

業
農
家
が
年
々
著
し
く
減
少
し
、
第

二
種
兼
業
農
家
の
増
加
が
顕
著
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
全
国

的
に
共
通
の
現
象
で
、
農
業
の
衰
退

を
意
昧
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
原
因
に
は
、
農
業
従
事
者
と
他
産

業
従
事
者
の
生
活
水
準
の
不
均
衡
、

生
活
環
境
、
生
産
基
盤
な
ど
農
業
環

境
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
か
ら
く
る
若

年
層
の
都
市
へ
の
流
出
が
あ
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
に
と
っ
て
農
業
は
基
幹
的
産

業
で
あ
り
、
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け

更
に
振
興
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
私
は
、
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
振
興
地
域
及

び
こ
れ
と
一
体
と
認
め
ら
れ
る
地
域

を
含
め
た
二
万
七
千
七
百
三
十
四
へ

に
分
け
、
子
、
れ
ぞ
れ
ぞ
、
の
地
域
の
特

性
に
含
せ
て
集
落
の
整
備
を
は
じ
め

道
路
、
水
の
供
給
施
設
、
排
水
施
設
、

土
地
基
盤
、
産
業
施
設
及
び
公
共
施

設
等
農
村
の
総
合
的
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
農
業
の
安
定
的
経
営
と

振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
昭

和
五
十
九
、
六
十
の
両
年
度
で
計
画

を
策
定
し
六
十
～
年
度
か
ら
事
業
を

実
施
に
移
し
、
総
額
約
十
四
億
六
千

万
円
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ
、
国
と

市
が
そ
、
れ
て
れ
五
十
％
づ
つ
の
負
担

で
お
こ
な
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
と
は
別
に
、
畜
産
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
畜
産
経
営
環

境
整
備
事
業
の
計
画
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
自
石
市
、
角

田
市
、
丸
森
町
、
七
ケ
宿
町
の
二
市

二
町
が
県
の
委
託
を
受
け
て
、
昭
和

五
十
九
、
六
十
の
ニ
ケ
年
度
に
わ
た

っ
て
農
家
の
意
向
調
査
を
行
う
ほ
か

部
落
と
の
話
合
い
に
よ
っ
て
実
施
計

画
を
樹
て
、
六
十
一
年
度
か
ら
五
ケ

ま継
す続
　　推
　　進
　　ぞ

　　ま

　　1ず

　　o
　　所

　　存

　　あ

　　り

　
　
商
工
業
・
観
券
、
『

　
商
工
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
十
一
月
大
鷹
沢
農
工
団
地
に
立

地
い
た
し
ま
し
た
株
式
会
社
ト
ー
キ

ン
白
石
が
男
子
型
工
場
で
あ
り
、
若

い
世
代
の
地
元
定
着
化
に
大
い
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
侍
さ
れ
ま
す
ら
．

　
今
後
も
引
き
続
き
有
望
な
企
業
の

誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
一
方
商
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
仙
台
、
福
島
の

大
商
圏
の
中
間
に
位
置
す
る
当
市
商

店
街
に
と
り
ま
し
て
は
、
買
物
客
の

流
出
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
最
近
の
近
隣
地

域
へ
の
大
型
商
店
進
出
も
当
市
内
商

店
の
地
盤
沈
下
に
一
層
拍
車
を
か
け

て
い
る
伏
況
で
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、
商

年
間
を
事
業
実
施
期
間
と
し
て
農
道
、
店
街
の
活
性
化
を
図
り
商
店
の
振
興

草
地
、
飼
料
畑
等
の
整
備
を
は
じ
め
、
を
推
進
す
る
に
は
、
官
民
一
体
と
な

畜
舎
、
堆
肥
舎
等
の
施
設
設
備
、
ト

ラ
ク
タ
ー
等
の
機
械
設
備
を
行
い
、

広
域
的
に
畜
産
の
振
興
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
、
大
き
な
期
侍
を
も
っ

て
お
り
ま
す
．
、

　
な
お
、
こ
れ
ら
事
業
の
ほ
か
、
農

ク
タ
ー
ル
を
計
画
対
象
地
域
と
し
て
、
林
道
の
整
備
そ
の
他
農
林
関
係
事
業

こ
れ
を
「
白
北
地
域
」
「
白
南
地
域
」
　
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
通
り
極
力

っ
て
現
況
を
厳
し
く
見
つ
め
、
課
題

解
決
に
向
か
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
東
北
新
幹
線
も
い
よ
い
よ

上
野
駅
が
開
業
し
、
真
の
意
味
で
の

東
北
の
時
代
が
到
来
い
た
し
ま
す
。

　
自
石
蔵
王
駅
を
有
す
る
当
市
は
、

仙
南
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
ま
た
蔵

王
連
峰
の
玄
関
口
と
し
て
ま
す
ま
す

脚
光
を
浴
び
、
注
視
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
．
一
．

　
当
市
と
七
ヶ
宿
町
、
蔵
王
町
、
及

び
川
崎
町
で
組
織
し
て
い
る
蔵
王
山

麓
観
光
協
議
会
の
力
を
フ
几
に
活
用

し
、
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
広

域
観
光
を
推
進
し
、
併
せ
て
地
場
産

品
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
通
年
観

光
滞
在
観
光
の
実
を
挙
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
整
備

　
次
に
、
生
活
環
境
整
備
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
．
、
．

　
現
在
当
市
の
市
道
の
延
長
は
約
四

百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
が
、

金
線
舗
装
を
目
指
し
て
毎
年
舗
装
工

事
を
進
め
、
約
七
十
四
％
が
舗
装
済

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
へ
7
後
と
も
、

予
算
の
許
す
範
囲
内
で
極
力
舗
装
整

備
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
利
便
を

確
保
し
、
市
民
の
快
適
な
生
活
の
助

長
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
を
流
れ
る
沢
端
川
は

道
路
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
る
た
め
危

険
な
個
所
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
考
慮
し
、
昭
和

五
十
九
年
度
は
白
石
女
子
高
附
近
か

ら
市
民
会
館
前
ま
で
、
昭
和
六
十
年

度
に
は
さ
ら
に
こ
れ
を
延
長
し
て
中

町
ま
で
実
施
し
、
併
せ
て
現
在
車
輌

の
右
折
禁
止
と
な
っ
て
い
る
白
石
電

報
電
話
局
前
か
ら
市
民
会
館
に
至
る

市
道
沢
端
線
を
改
良
肇
鮪
し
，
右
折

も
可
能
な
道
路
と
し
て
利
用
に
供
し

た
い
と
考
え
設
計
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
下
水
道
事
業
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
昭
和
五
十
年
着
工
以
来
順

調
に
工
事
が
進
捗
し
、
予
定
通
り
昭

和
六
十
三
年
四
目
供
用
開
始
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
、
こ
の
事

業
に
は
、
膨
大
な
財
政
負
担
を
伴
い

ま
す
が
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
重

要
な
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
．
．

　
な
お
、
福
祉
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
国

庫
負
担
率
の
引
き
下
げ
等
に
よ
り
市

の
負
担
が
一
層
加
重
き
れ
る
こ
と
は

必
至
の
情
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福

祉
後
退
の
な
い
よ
う
充
分
配
慮
し
て

ま
い
り
ま
す
．
．

　
以
上
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
大

筋
の
み
を
簡
単
に
ご
説
明
い
た
し
ま

し
た
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
ご
支
援

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＼
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450，069（6．4％）

D市　　　税

　　2，204，067

＼（31。6％）入

　　　　⑦232，406（3．3％

⑥285，030（4．1％）
ノひノ　　　　　ワ

　　県て
　繰支の
　　出市入金他
　　斎．
　　1責歳
諸収入

（旬381，600（5．4％

総
務
費

衛

6，982，174

単位千円③国庫支出金

　　884，740
＼（12．7％）

幽31，262（6．2％

生
　
費

○
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
老
人
医

療
費
に
係
る
繰
出
金
六
千
六
百
四
十

万
円
、
予
防
医
療
及
び
市
民
の
健
康

づ
く
り
推
進
費
用
な
ど
に
六
千
四
百

十
万
円
の
ぽ
か
、
ご
み
・
し
尿
処
理

な
ど
に
係
る
仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
負
担
金
と
し
て
二
億
二
千
四

百
七
十
万
円
。

川
原
子
地
区
の
草
地
開
発
整
備
事
業

に
一
千
八
百
へ
十
万
円
の
ぽ
か
、
地

籍
調
査
、
水
田
利
用
再
編
対
策
、
農

林
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
合

わ
せ
て
八
千
六
百
十
万
円
。

○
福
岡
滝
上
地
区
の
林
道
愛
宕
山
線

開
設
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
市
行

造
林
な
ど
林
業
振
興
の
た
め
七
千
九

百
三
十
万
円
。

4

②地方交付税

　　2，113、000

　　（30．3％）

　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
わ

o
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、

公
立
刈
田
綜
合
病
院
に
対
す
る
負
担

金
・
補
助
金
・
出
資
金
合
わ
せ
て
一

億
一
千
九
百
四
十
万
円
。

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
交
通
安
全
対
策
経
費
一
千
二
百

七
十
万
円
。

商

工

費

民
　
生
　
費

　
白
石
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事

は
、
学
校
施
設
や
生
活
環
境
、
道
路

交
通
体
系
の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
の
収
入
の
要
で
あ
る

市
税
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
大

き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
上
、
国

・
県
支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
国
、
地
方

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
二
億
五

千
七
百
六
十
万
円
、
精
神
薄
弱
者
の

施
設
入
所
援
護
費
及
び
福
祉
手
当
給

付
費
な
ど
に
一
億
二
千
八
百
万
円
。

○
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
老
人
ホ

ー
ム
入
所
措
置
費
、
老
人
ヶ
ラ
ブ
活

動
費
助
成
金
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
運
営
費
な
ど
に
一
億
ぺ
千
三
十
万

円
。○

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
で
は
、
施

設
入
所
援
護
費
、
補
装
具
給
付
費
な

ど
に
三
千
四
十
万
円
。

○
児
童
福
祉
対
策
で
は
、
児
童
手
当
、

乳
幼
児
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

及
び
母
子
福
祉
対
策
貸
付
金
、
保
育

園
・
児
童
館
の
運
営
費
な
ど
に
二
億

百
八
十
万
円
．
．

労
　
働
　
費

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

へ
の
家
の
管
理
運
営
費
、
失
業
対
策

事
業
費
な
ど
に
二
千
九
百
八
十
万
円
。
．

農
林
水
産
業
費

Q
農
道
、
溜
池
の
新
設
・
改
良
・
維

持
補
修
な
ど
農
業
施
設
の
整
備
に
四

千
七
百
十
万
円
。

○
農
業
振
興
補
助
ろ
貝
担
金
と
し
て

天
災
資
金
利
子
補
給
、
い
も
ち
病
防

除
、
農
業
祭
及
び
圃
場
整
備
事
業
に

係
る
利
子
補
給
に
四
千
六
百
万
円
。

○
畜
産
業
の
振
興
の
た
め
、
福
岡
、

○
中
小
企
業
経
営
資
金
の
円
滑
化
の

た
め
、
中
小
企
業
振
興
資
金
な
ど
の

貸
付
金
五
千
五
百
万
円
、
商
工
会
議

所
、
観
光
協
会
運
営
費
と
し
て
八
百

五
十
万
円
の
ほ
か
、
全
日
本
こ
け
し

コ
ン
ク
ー
ル
及
び
乾
め
ん
ま
つ
り
負

担
金
、
春
・
夏
ま
つ
り
行
事
補
助
金

な
ど
に
台
わ
せ
て
六
百
万
円
、
卸
売

市
場
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て

三
千
万
円
。線講2嬢

　麟■

魂庫、騙”冶酬

り一
を
通
じ
た
財
政
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
経
費
の
節
減

を
は
か
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る

市
債
で
手
当
て
し
た
り
、
積
立
金
を

取
り
崩
す
な
ど
苦
し
い
や
り
く
り
を

し
、
歳
出
に
見
合
う
財
源
の
確
保
に

努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

土
　
木
　
費

消
　
防
　
費

予
備
費
　
5
9
5
万
4
干
円

災
害
復
旧
費
　
1
、
1
4
7
万
1
千
円

商
工
費

議
会
費

労
働
費
　
6
、
6
8
5
万
6
干
円

1
億
5
、
4
6
0
万
2
千
円

1
億
6
、
2
8
7
万
6
千
円

消
防
費
　
2
億
4
、
4
9
3
万
7
千
円

衛
生
費
　
4
億
7
、
8
9
8
万
1
千
円

農
林
水
産
業
費
　
4
億
9
、
2
0
2
万
8
千
円

公
債
費
　
7
億
5
、
0
3
6
万
1
千
円

土
木
費
　
9
億
7
、
9
1
8
万
6
千
円

総
務
費
　
1
0
億
2
、
4
0
1
万
2
千
円

民
生
費
　
n
億
6
、
8
7
1
万
3
千
円

教
育
費
　
1
4
億
4
、
2
1
9
万
7
千
円

億
1
7
1
6
1
5
1
4
1
3
1
2
n
1
0

9
8
7
6
5
4
3
2
1

中
学
校
の
教
材
、
備
品
及
び
学
校
・

幼
稚
園
施
設
の
改
良
、
補
修
に
六
千

二
百
万
円
。

○
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、
道
路
・

橋
梁
な
ど
の
新
設
・
改
良
、
維
持
補

修
費
用
と
し
て
一
億
八
千
六
百
七
十

万
円
．
．

0
都
市
計
画
事
業
と
し
て
、
新
幹
線

駅
前
西
地
区
の
区
画
整
理
、
白
石
沖

西
堀
線
街
路
及
び
運
動
公
園
な
ど
の

白
石
川
緑
地
事
業
に
三
億
四
千
百
六

十
万
円
。

○
住
宅
対
策
と
し
て
は
、
城
南
住
宅

十
二
戸
の
建
設
事
業
費
一
億
一
千
八

百
六
十
万
円
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
幹
線
工
事
及
び
借
入
金
の
返
済

金
な
ど
に
対
す
る
繰
出
金
一
億
五
千

九
百
万
円
。

Q
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ボ
ン
プ
・

防
火
貯
水
槽
の
設
置
費
用
六
干
一
．
一
百

四
十
万
円
、
仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
負
担
金
と
し
て
一
億
八
千
七

十
万
円
。

災
害
復
旧
費

教
　
育
　
費

O
中
学
校
施
設
整
備
五
ケ
年
計
画
の

初
年
度
分
と
し
て
、
　
へ
仮
称
）
東
中

学
校
の
用
地
取
得
造
成
及
び
取
付
道

路
の
新
設
工
事
費
な
ど
合
わ
せ
て
四

億
六
千
六
百
万
円
を
は
じ
め
、
小
・

〇
五
十
九
年
四
月
及
び
九
月
の
低
気

圧
豪
雨
に
よ
る
市
道
下
見
線
外
七
ケ

所
の
復
旧
経
費
一
千
百
五
十
万
円
。

特別金謂

公

債
　
費

○
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び
一
時

借
入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
返
済
金

七
億
五
千
万
円
。

〉国民健康保険特別会計

　　！8億7，320万9千円

　　（前年比1，955万6千円の増）

〉簡易水道事業特別会計

　　1，248万7干円

　　（前年比73万4千円の増）

〉下水道事業特別会計

　　4億4，573万6千円

　　（前年比5，396万1千円の増）

〉地方卸売市場事業特別会計

　　3，942万6千円

　　（前年比127万5千円の減）

〉老人保健特別会計

　　13億1，509万8千円

　　（前年比1億455万7干円の増）

〉水道事業会計

　　収益的収入　　3億826万8千円

　　収益的支出　2億7．974万7千円

　　資本的収入　　　5，085万6千円

　　資本的支出　1億6，010万8千円
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｝
水
道
整
備
で
豊
か
篠
自
然
環
境
を
ガ

　
快
適
な
生
活
…
・
・
そ
れ
は
私
た
ち

の
願
い
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
水
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
命
の
泉
で
す
∩
、

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。
台
所
、
風
呂
、
洗
た
ー
等
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
水
、
工
場
な
ど

で
も
多
量
の
水
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
役
立
っ
た

水
も
そ
の
ま
ま
汚
水
と
し
て
川
や
湖

や
海
に
す
て
ら
れ
る
と
水
質
を
汚
濁

し
て
魚
が
注
め
な
く
な
っ
た
り
悪
臭

を
発
生
さ
せ
た
り
し
ま
す
．
、
そ
う
し

た
汚
水
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
を
自
然
の
サ
f
7
ル
に
も
ど
す

の
が
下
水
道
の
役
割
で
す
．
．

　
自
石
市
も
昭
和
五
十
年
度
か
ら
宮

城
県
が
事
業
主
体
の
阿
武
隈
川
下
流

流
域
下
水
道
事
業
の
↓
下
の
も
と
に

十
六
年
計
画
で
公
共
下
水
道
事
業
を

進
め
、
昭
和
六
十
二
年
度
一
部
供
用

開
始
を
目
標
に
毎
年
面
的
整
備
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

の
一
部
供
用
開
始
時
に
は
、
市
街
地

（
東
北
本
線
東
側
は
除
・
、
）
約
百
二

加
の
水
洗
化
を
干
定
し
で
、
、
本
年
度

も
六
月
は
じ
め
か
ら
工
事
に
著
手
す

る
工
程
で
す
の
で
、
市
道
北
町
通
り

線
は
、
読
売
新
聞
販
売
所
か
ら
西
に

向
か
い
自
石
川
堤
防
通
り
ま
で
、
新

町
裏
題
り
線
は
、
読
売
新
聞
販
売
所

か
ら
阿
部
秀
酒
店
裏
角
ま
で
、
葛
西

東
通
線
は
、
阿
部
秀
酒
店
の
西
側
通

り
、
太
子
前
線
は
、
宮
城
医
院
か
ら

西
保
育
園
ま
で
、
自
銀
通
り
線
は
、

小
野
壱
産
業
前
か
ら
中
央
公
園
ま
で
、

妙
見
寺
線
は
、
妙
見
寺
の
前
通
り
、

中
央
通
り
線
は
、
田
町
長
山
酒
店
前

か
ら
魚
長
ま
で
、
南
小
路
線
は
朝
文

堂
か
ら
南
保
育
園
角
ま
で
、
寺
前
線

は
、
自
中
西
側
和
泉
会
館
前
通
り
、

森
合
雁
狩
橋
線
は
、
第
二
小
学
校
南

側
の
通
り
、
国
道
m
号
線
は
、
鈴
藤

米
店
か
ら
阿
部
秀
酒
店
の
両
側
歩
道

の
総
延
長
三
、
一
〇
〇
眉
を
開
削
工

事
で
、
六
十
一
年
二
月
頃
、
ま
で
施
工

し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る
た

め
、
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の

交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
が
工
事
の
特
殊
上
、
期

間
中
は
、
各
個
所
に
交
通
規
制
〔
図

参
照
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

　
ま
た
、
争
回
工
事
を
す
る
沿
線
の

こ
家
庭
の
宅
地
内
に
汚
水
を
流
入
す

一
〇
バ
ム
韮
へ
桝
（
価
禄
雌
＋
刑
土
外
径
殉
㎝
×
泥
休

2
m
｝
一
テ
所
灸
｝
設
置
す
る
二
と
に

な
っ
て
わ
り
ま
†
．
．

　
そ
の
説
明
会
を
工
事
着
手
前
に
開

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
出
席
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
；
は
、
市
下
水
道
課
（
内
線

二
三
六
｝
へ
お
間
い
含
わ
せ
，
－
だ
さ

6
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み
ん
な
で
美
し
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
環
境
美
化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
㎜
日
ス
タ
ー
ト

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
白
石
で
、
快

適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
ま
ず

地
域
の
美
し
さ
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
個
人
　
同
意
を
得
て
作
成
し
、
実
施
す
る
こ

に
対
す
る
美
化
意
識
の
啓
発
を
行
い
、
と
に
よ
っ
て
強
力
な
啓
発
効
果
を
あ

ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
な
い
よ
う
に
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と

し
か
し
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
り
が
常
に
監
視
し
、
投
げ
捨
て
さ
せ

他
の
ど
こ
よ
り
も
快
適
な
環
境
で
あ

っ
た
は
ず
の
自
石
も
、
近
年
、
空
き

缶
等
を
は
じ
め
と
す
る
ゴ
ミ
の
散
乱

で
汚
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に

残
念
な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
空
き
缶
等
の
散
乱
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
直
接
的
に
は
、
消
費
者

の
投
げ
捨
て
行
為
に
起
因
す
る
も
の

で
、
個
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
，
門
が

　
　
　
　
　
　
　
嘆
、
章

．
右
・

¢
薯

圃鮒一脚1
－
躍
雛

な
い
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
地
域
ぐ

る
み
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
わ
け
で
す
。

　
・
て
こ
で
、
今
回
、
宮
城
県
並
び
に

各
市
町
村
一
斉
に
『
環
境
美
化
の
促

進
に
関
す
る
条
例
』
を
制
定
し
、
市

民
、
事
業
者
、
土
地
ま
た
は
建
物
の

占
有
者
、
市
、
県
、
国
が
力
を
合
わ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
役
割
に
応

じ
た
自
主
的
対
応
を
『
市
民
ぐ
る
み

の
運
動
』
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
郷
土
の
環
境
美
化
を
促
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Q

　
条
例
の
概
要
は
、
全
て
の
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ

の
散
乱
を
防
止
し
、
散
乱
ゴ
ミ
の
清

掃
を
行
う
な
ど
の
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
を
基
調
と
し
て
、
市
民
、
事
業

げ
る
べ
く
推
進
し
、
ま
た
、
他
地
域

へ
の
波
及
効
果
を
ね
ら
い
と
し
た
環

境
美
化
促
進
重
点
地
域
を
指
定
し
、

関
係
者
の
共
同
清
掃
の
実
施
や
容
器

入
り
飲
料
の
販
売
を
目
的
と
し
た
自

動
販
売
機
の
設
置
規
制
等
各
種
の
施

策
を
重
点
的
に
実
施
し
、
集
中
的
な

美
化
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
回
収

容
器
の
設
置
を
義
務
付
け
、
各
種
規

定
に
よ
る
命
令
、
勧
告
、
ま
た
は
届

出
等
の
規
定
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

そ
の
旨
を
公
表
す
る
等
の
社
会
的
制

裁
を
加
え
、
さ
ら
に
罰
則
規
定
を
設

け
て
義
務
者
の
義
務
の
履
行
を
確
保

す
る
な
ど
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
環
境

美
化
の
促
進
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
市
民

皆
さ
ま
と
と
も
に
美
し
い
白
石
を
つ

く
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

▽
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
四
月
六
日
～
十
五
日

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ツ
ト

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の

三
つ
で
す
。

一
、
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し
た

　
子
供
の
交
通
事
故
防
止

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
の
徹
底

三
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運

　
転
の
追
放

　
二
輪
車
や
自
動
車
を
運
転
す
る
人

は
、
次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し

て
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し

よ
』
つ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

顛1

面
倒
が
ら
ず
に
締
め
ま
し

ょ
う
　
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ソ
ト
が

格
好
悪
い
、
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
は
、
ひ
と
つ
し
か
な

い
自
分
の
生
命
を
、
危
険
の
淵
に
さ

ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
慎
重
に
運
転

し
て
い
て
も
、
他
人
の
事
故
に
巻
き

こ
ま
れ
る
可
能
性
は
、
ど
ん
な
と
き

に
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ゲ
ル
マ
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
㌦
二
輪
車
に
乗
っ
た
ら
ヘ
ル
メ

ッ
ト
”
ー
こ
の
合
言
葉
の
実
践
が

あ
な
た
の
“
命
綱
”
で
あ
る
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
。
さ
あ
、
面
倒
が
ら
ず
に
、
締

め
ま
し
ょ
う
！
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
！

者
、
土
地
ま
た
は
建
物
の
占
有
者
等
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
規
定
し
、

さ
ら
に
、
地
域
環
境
美
化
促
進
計
画

に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
そ
の

い
し
ま
す
。

　　　導

　　臥隠
＼

毒￥、i

＼、
、、尋一桑
幽齢i鑑蕊

芝

孟
～
濫
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㊥
拶
霧
②
囎

、6

謡欝
言
1
， 、

1。

さきさん（大平）村上

【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

豚
肉
姻
9
、
じ
ゃ
が
い
も
㎜
9
、
大

根
脚
9
、
ご
ぼ
う
m
9
、
人
参
㎜
9
、

椎
茸
m
9
、
こ
ん
に
ゃ
く
1
枚
、
玉

ね
ぎ
大
一
ヶ
、
小
麦
粉
鋤
9
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
6
0
9
、
卵
一
ヶ
、
バ
セ
リ

の
み
じ
ん
切
り
1
0
9
、
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
30
9
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
3
0
9
、

コ
ン
ソ
ズ
ニ
ケ
、
バ
タ
ー
2
0
9
、
サ

ラ
ゲ
’
油
m
9
、
　
み
フ
て
⑳
9
、
　
コ
・
ン
ヨ

ウ
少
量
。

【
作
り
方
】

①
）
小
麦
粉
に
ス
キ
ム
ミ
ル
ヶ
・
卵
・

　
み
そ
大
一
、
パ
セ
リ
、
水
を
加
え

　
て
耳
た
ぶ
の
か
た
さ
に
練
っ
て
お

　
～
・
o

②）

ご
ぼ
う
は
、
さ
さ
が
き
に
し
て
水

　
に
は
な
し
、
ザ
ル
に
上
げ
る
。

③
じ
ゃ
が
い
も
、
大
根
、
人
参
、
椎

　
茸
、
玉
ね
ぎ
を
一
口
大
に
切
る
。

　
亀
モ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
け
各
組
械
の
細
胞
と
細
胞
を
結
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
る
コ
ラ
ー
デ
ン
の
形
成
に
主
要

　
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
一
口
大
に
ち
ぎ
　
な
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、
欠
乏
す

　
り
ゆ
で
て
お
，
・
・
。
　
　
　
　
　
　
る
と
壊
血
病
、
歯
ぐ
き
や
皮
下
の
出

④
鍋
に
ベ
ヶ
1
、
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、
血
、
賛
血
、
骨
形
成
不
全
、
成
長
・

　
熱
し
肉
を
入
れ
炊
め
る
．
．
さ
ら
に
、

　
②
、
③
を
入
れ
妙
め
る
。

豆
水
を
一
θ
位
入
れ
、
コ
ン
ソ
メ
も

　
指
で
つ
ぶ
し
て
入
れ
る
。

〔
◎
あ
く
を
て
い
ね
い
に
取
り
な
が
ら

　
弱
火
で
コ
ト
コ
ト
煮
る
一
．

（
⑦
野
菜
が
煮
え
た
ら
、
①
の
す
い
と

　
ん
を
ス
プ
ー
ン
で
す
・
っ
て
入
れ

　
る
。
す
い
と
ん
が
煮
え
た
ら
、
み

　
・
て
、
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
と
と
の
え

　
プ
リ
ン
ビ
ー
ス
、
ス
で
ー
ト
コ
ー

　
ン
を
入
れ
、
火
を
と
め
る
。

○
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

　
・
・
は
、
夏
に
冷
凍
し
て
お
く
と
い

　
つ
で
も
使
え
ま
す
。

○
ご
は
ん
の
少
な
い
時
な
ど
大
め
に

　
作
り
、
主
食
が
わ
り
に
も
な
り
ま

　
す
。

○
み
そ
を
入
れ
な
い
で
、
塩
、
コ
シ

　
ョ
ウ
で
味
付
け
す
る
と
シ
チ
ュ
ー

　
の
よ
う
で
す
。

一
矧
r
　
ノ

ビ
タ
ミ
ン
C
の

　
　
　
　
　
調
理
損
失
を
沙
な
く
1
ー

　
ビ
ヶ
ミ
ン
C
は
、
細
胞
の
呼
吸
を

発
育
の
遅
れ
な
ど
が
出
て
き
ま
す
．
、

ヒ
ゥ
ミ
ン
C
を
多
く
含
む
食
品
と
し

て
は
、
い
ち
ご
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

レ
モ
ン
、
ビ
ー
マ
ン
、
ネ
ー
ブ
ル
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ほ
う
れ
ん
草
、
こ

ま
つ
な
、
し
し
と
う
、
パ
セ
リ
、
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
の
果
物
、
野
菜
類
で
す
．

　
ビ
ダ
ミ
ン
C
は
、
熱
に
弱
い
の
で
、

野
菜
類
の
調
理
を
す
る
上
で
か
な
り

の
量
が
失
わ
れ
ま
す
．
、

昭和60年3目！日0年3目！日　白石市

　擶　　考
上昇品目：バヤー、理

髪料、ヘーマネント料

下降品目：砂糖、サろ

ゲ油、小麦粉、マーカ

リン、牛手L、ラ・ノフ、

灯油

横ばい品目：しょう油

食ベン、テ1ワ5ユ・・

一ヘー。ブロ’iニガッ．

カレーラfス、レキュ

ラーガソリン、軽油、

重油

調査日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇

つ
鮭
勧
賦
獄
Q
磐
肋
酬
陣
眠
宛
」
査

三
分
間
で
駒
％
も
の
ビ
ダ
ミ
ン
c
が
調

鍔
れ
て
し
ま
い
奪
・
　
　
一

　
こ
う
し
た
調
理
損
失
を
少
な
，
・
す

る
に
は
、
沸
騰
し
た
た
っ
ぷ
り
の
お

湯
に
何
回
か
に
小
分
け
し
て
、
手
早

く
二
分
位
で
ゆ
で
、
す
．
マ
に
水
で
。

い
つ
ま
で
も
水
に
つ
け
て
お
か
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
加
熱
時
間
の
短
か
い
方
が
損
失
を

少
な
、
、
す
る
の
で
、
手
早
く
油
で
妙

め
る
の
も
よ
い
調
理
法
と
い
え
ま
す
。

消費生活モニタ
対煎目儀格比

△6，2％

△4．1

△1．8

△0．5

△1．7

　7．2

前月平均価1各

　　　　273円

　　　　448

　　　　537

　　　　221

　　　　155

　　　　194

5り
O

ウ
一

平均値
　　　256円

　　　448

　　　515

　　　217

　　　155

　　　193

　　　231

ム4．6

！．1

1．4

9Uム

・
りー」

　404

　150
　194
5，1）80

　431
！，501）

5，250

1，345

1，383

　147
　100
　　79

Q
リ

ウ
リ4

　　150

　　185

5，（180

　　431

1，516

5，322

1．333

1、370

　　147

　　1【）0

　　　79

最懸値、

　　　198円

　　　418

　　　430

　　　178

　　　150

　　　！63

　　　198

　　　375

　　　120

　　　　160

　　5，01）0

　　　370

　　1，500

　　4、51）0

景高漉
　　　28s円

　　　525

　　　575

　　　240

　　　170

　　　215

　　　280

　　　598

　　　158

n
δ

・
3

弓
】

・
U

・
O
・

∩
01

1，31）0

　　145

　　∈18

　　74

5，150

　451）

1，601）

6，000

1．450

1，450

つ
り51

105

82

　銘柄・規格
上　白　糖　　　1kg
‡醸造ヒ微濃口　　　1．3を一
　　　　　1び，≒代込み1

ポリ容器入ン）　　1kg

薄　力　粉　　　1k9

並　　　食　　　1斤

ソフトカ1しトン入り225g

紙容器入り　1，000ec

カ7しトン入り　2259

41）0枚（200組）紙箱入り

幅30em長さ20m（一巻1

1｛）nf　　　　（気体）

並　　皿　　一　　皿

小掌生調髪1洗髪を言む）

コール屑ンヨートう・1吸0
セ　rトーprむ｝

（店頭価恪　　1剖）

（配達料込み　1剖l

l　　4　　現　　金

1　　壱　　現　　金

1　　ク　　現　　金

　晶　 名

1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パ　ン
6。マーガリン
7．牛　　乳
8，バ　タ　ー
9。テ｛ツシュベーパー

10．ラ　ッ　プ
11，プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

油15．灯

16．　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．A重油

9



あなたも参加しませんか

β

《受講生募集》

働く婦人の家では、定期講座・特別講座・サークル会員

の受講生を次により募集します。ぜひご参加ください。

募集する定期講座（前期）

講穫名

墨

七宝暁

首

列理

露
華道

で羊裁

芸藤

編手

蕎付’

期聞

4～9月

4～9月

4～12月

4～9月

4－9月

4－3月

4～12月

4～9月

4～12月

4～7月

曜　日

第1・3火

火

ぺ

水

第

第1・3木

第2・4木

第1・3金

第1・3土

帥1・り
弔　　響土

3・4

図数

月2回

月4回

貫一士　　聞

10：00～12：00

18＝OO～20：00

10＝00～12：00

13：00～L5：00

員｛
肥

名
5

20

20

20

20

15

15

20

20

15

容内

基礎から色紙冬

オリシナルァラ

セサリー製作

初歩から実用ま

で

旬のものを使っ

ての梼理

基丘罎から’」蝶勿ま

で

山
肌原

弓フ
カ
ス

ス
ウ

初級コース

こ〔7）手火例Lイ〒のセ

ーダー

着物の常識と美
しい着方

レ申し込み　昭和60年4月1日～4月17日まで働く婦人の

家窓口酋5－5095（電話でも可）へぢ申し込みください。

〉経費　受講料は無料、材料費等は自己負担になります。

〉託児　お預りできるお子さんは、満3歳以上就学前の方

です。

☆特別講座募集

卿？・1『r』1h一’

〉日時と場所　4月12日〔釦午前10時…～12時　働く婦入の家

磨・T

〉期日　14月15日1月110時～15時

　　　14月18日（木110時～12時

〉場所　働・く婦人の家

※申し込みは、いずれも4月10日まで働1婦人の家費5－

5095へむ申し込み・：ださい，〔定員になり次第締切ります）

サークル会員募集

のトフ名

和裁サー7rし

池坊サーン’1し

iあすなろ会1

フ
操

アフニ
ン
皐

踊i　目

毎週火曜目

尺第

第1・3日

第ル
公

一
（
』
・

号
、
噸

一
旦
γ

亀靖文
ケ

典、

一

古
升

1”1数

目4回

月2「【咤

月2回

目2irII

目2回

時　　開

lOlnl）～12：nO

内　　　　脅

短心者の方ても懇切丁寧

に指導いたします

ヨーカをと”1、柱た健康

体操

お一箸〔方円流1初心者可

》
し耗典古

詳しくは、働1婦入の家a5－5095へどうぞQ

／
， ・

、

勤労青少年ホームでは、定期講座・サークル会員を募集

します。

レ利用資格　白石市に住所または勤務先をもっ青少年なら

誰でも参加できます。ホームを利用するには利用証が必

要ですので、利用証の交付申請をしていない方は、申込

と同時に登録申請もしてください。

〉申し込み　4月1日から勤労青少年ホーム盈5－3720・・、

お申し込みください。申し込み用紙はホーム事務室にあ

ります。前年度に引き続き受講される方も手続きをすま

せてくだきい。

区分

定

期

講

座

講座集

日本舞踊苦掴P流

粍　　　理

r苞裏干家流

華1萱池坊

肇1芭小原流

和　　　裁

謄
1

』f蕾

一
語b

ヴ交

期　　　問

　第1・3木躍日1ケ年斡
　弔3・4月躍雌日

1ケ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

工｝年毎週オくll躍日

1テ年毎週金曜日

1ケ年侮週4く曜日

短期毎週月曜日

短期毎週金曜日

毎週金曜日

短期毎週承曜日

教　樗　費

一子代と　月601）円

材ナ1代月2，000円

茶菓チ代月3UI）円

花　代月2，000円

花　代月2，000円

教材費　実　 費

教材賢　月5【）0円

費

貧　費月1，001）円

血 判

μ
ガ

匙
味
同
好
ザ
ー

1し

名ワ

サー轟月し

く㌧、しん1まう

サーり1し

ヒ　ン　‡

サーケ「UII小屋

廿一サrL

社’と㌻

サー　7　牛

津裁サーrし

公寸弓う

倒会員

第1・3木曜日

毎週火曜日

第1・3月曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

第1・2卜1曜日

毎i墨4くII卍日

獲的・活動内容

糾里の研究、競睦

卓球を通しての親睦

萱山・へfキンヤ

陸

のて雨
一

山
τ

社交ン》ス・親睦・ヘーテ

f開催

ヰ戴技術のマ7ケー、観睦

ヵろ†｝を通しての縄目圭

く一

’1

昭和60年度犬の登録及び
狂犬病予防注射実施日程表

地区

臼　石

大平

岡
河

福
匹
越

斎川

大鷹沢

臼　川

小下倉

岡首
田

原

月日

月
日

　
Q4
1

11日

12日

13日

15日

16日

17日

18日

曜

水

木

金

土

月

火

水

木

実　施　場　所
健康センター

図書館

八幡神社前

田町会館前

中央公園

中央公民館
観音崎公園前
郡山集会所
寿山第一、第二児童公園
（西宮神社のあるところ）

上郡山集会所
緑ケ丘コミニティセンター

我妻商会脇（高架橋下）

大平公民館

大平5区集会所
城南ヤギサワ商会

滝下会館

越河公民館

越河部落集会所

越河9区集会所
越河駅前ポンプ置場

中斎川集会所

斎川公民館

大鷹沢公民館

大哩沢4区公民館

大磨’尺6区集会所

耳取停留所

犬享都婆公会堂

津田小野商店前
臼川公民館

内親生活センター

小下倉集会所

上原集会所

川原子停留所

不忘研修センター

蔵王岡部捨雄様宅前
シ　下ノ集乳所前

三住佐藤商店向

深谷公民館

北区木須商店向
東区平林商店脇
福岡公民館

西区上集会所

八宮生活センター

大網担手センター

弥治郎集会所
多兼先学肖置方言吉戸斤

滝上古山峯治様宅前
上戸沢集会所

下戸沢公会堂
～令マ青刀く集会戸斤

木村商店スタンド前

大熊集会所

小原保育園，駐車場

小原公民館

新町古山春雄様宅前

赤坂集会所
小日向橋入口（国道脇）

明戸集会所

かつらや，駐車場

実施時間
9＝00～　9：50

10：10～10：50

11：10～ll：30

13：10～14：00

14：20～14：50

9：10～9：30
9：50～10：20

10：40～10：50

11：10～11＝30

13：10～13：20

13：40～14：00

14＝10～14：20

9：30～10：00

10：20～10：40

11：00～11＝10

11：30～11二50

13：30～13；40

14：00～14：10

14：30～14140
15：00～15＝10

9：30～　9：40

10：00～10：30

9：10～　9：40

10：00～10：20

10：30～10：35

10：45～10：55

11：15～11：30

11：40～11：45

13：10～13：30

13：50～14：00

14＝20～14：25

9：10～　9：20

9；35～　9＝40

10：05～10＝15

10：35～10：40

10：45～10：50

11：10～11：30

13：40～14：20

14：40～14：50

15：00～15：10

9：30～10：10

10＝30～10：40

11＝00～11：20

13：30～13：40

14：00～14＝10

14：30～14；40

15：00～15＝10

9：25～　9：30

9：40～　9；50

10；00～10：10

10：20～10：30

10：40～10：50

11：10～11：20

工1；30～11：40

13：20～13：30

13＝40～13：50

14：00～14：10

14：2〔）～14：30

14：40～14：50

最
近
咬
傷
事
件
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬
　
　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い
　
る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二
つ
の
　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

　
ご
宇
“
力
砦
（
嶺
右
｝
　
，
　
’
』
ウ

畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
狂
犬
病
の

の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
予
防
接
種
を
受
け
る
と
保

葛

壽

ノ

燕

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
血
統
書
な

ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
後
三

ヵ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で
す
。
手

続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登
録
票
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
今
年
度
よ
り
狂
犬
病
予

防
注
射
が
年
一
回
に
な
り
ま
し
た
已

6
…
V
馨
｛
宴
▼
◆
ウ
ア
萎
V
釜
、
｝
守
峯

健
所
か
ら
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
鑑
札
も
登
録
票
と
い
っ
し

ょ
に
犬
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
　
四
千
七
百
円
（
登
録
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
百
円
、
注
射
料
一

　
匹
に
つ
き
二
千
六
百
円
）
。

▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
宅

　
で
受
け
る
か
獣
医
師
に
戸
別
訪
問

　
を
し
て
も
ら
い
、
注
射
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は

前
述
の
料
金
以
外
の
費
用
が
か
か

　
り
ま
す
。

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
で
、
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
う
o

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

．
蛭
札
を
受
け
7
、
い
な
い
場
金

ノ0



臼

日

宙

旨

易
、
い

1”

　
　
三
つ
子
の
兄
弟

　
　
　
　
　
仲
良
く
中
学
校
に
進
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
　
　
し
げ
る
　
　
た
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
全
君
、
成
君
、
存
君

　
三
月
十
九
日
、
越
河
小
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
　
　
し
げ
る
　
　
た
も
つ

業
生
四
十
三
名
の
う
ち
の
三
人
、
佐
藤
全
君
、
成
君
、
存
君
の
三
つ

子
の
兄
弟
が
晴
れ
の
卒
業
、
そ
ろ
っ
て
南
中
学
校
へ
進
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
三
兄
弟
は
、
佐
藤
利

男
さ
ん
、
正
子
さ
ん
夫
妻
の

間
に
、
昭
和
四
十
七
年
十
一

月
二
十
二
日
、
三
つ
子
と
し
て
誕
生

し
、
お
世
話
に
な
っ
た
公
立
藤
田
総

合
病
院
産
婦
人
科
の
渡
辺
宏
先
生
に

　
　
　
　
　
　
よ
り
「
貴
家
の
将

　
　
　
　
　
　
来
が
、
こ
の
三
入

　
　
　
　
　
　
の
男
児
と
共
に
ま

　
　
　
　
　
　
す
ま
す
隆
盛
に
む

　
　
　
　
　
　
か
わ
れ
ま
す
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
と
の
願
い
を
込
め

　
　
　
　
　
　
て
、
長
男
全
君
、

　
　
　
　
　
　
次
男
成
君
、
三
男

　
　
　
　
　
　
存
君
の
、
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
て
「
全
成
存
」
と

　
　
　
　
　
　
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
三
人
の
子
供
を

　
　
　
　
　
　
育
て
る
上
で
、
正

　
　
　
　
　
　
子
さ
ん
と
祖
母
の

　
　
　
　
　
　
サ
ツ
キ
さ
ん
は
、

　
　
　
　
　
　
「
幼
小
の
頃
が
一
日

　
　
　
　
　
　
中
手
が
ぽ
な
せ
な

か
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
已

　
「
大
病
も
せ
ず
、
健
康
で
育
っ
て
く

れ
た
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
微
笑
を
浮
か
ぺ
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
在
学
中
は
、
三
兄
弟
そ
ろ

っ
て
同
ク
ラ
ス
な
の
で
、
母
親
の
正

子
さ
ん
は
、
「
セ
ー
タ
ー
の
腕
に
す
じ

を
一
本
、
二
本
、
三
本
と
入
れ
て
誰

で
も
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　
小
学
生
在
学
中
の
三
人
は
、
ソ
ロ

バ
ン
塾
に
週
三
回
と
書
道
を
月
三
回

習
得
に
励
み
、
今
一
番
や
っ
て
楽
し

い
こ
と
は
と
の
質
問
に
、
全
君
と
存

君
は
「
ス
キ
ー
」
成
君
は
「
サ
ッ
カ
ー
」

と
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
長
男
全
君
は
、
三
人
の
中
で
も
お

兄
さ
ん
ら
し
く
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
、

弟
二
人
の
め
ん
ど
う
を
よ
く
み
る
そ

う
で
す
。

　
仲
が
良
い
三
人
に
、
中
学
生
に
な

っ
た
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
う
と
、

全
君
は
「
野
球
と
英
語
」
成
君
は
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
英
語
、
数
学
」
存
君

は
「
勉
強
㎝
筋
、
友
だ
ち
を
た
く
さ

ん
つ
く
り
た
い
」
と
力
強
い
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
正
子
さ
ん
は
、
「
小
さ
い

頃
か
ら
の
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、
人

の
い
た
み
が
わ
か
る
よ
う
な
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
希
望
を
述
ぺ
て
く

れ
ま
し
た
。

ぞ
懲
墨
像
く
藩
郵
↓
訟
馨
善
㌢
蒙
だ
羅
形

菰
惟
撃
し
懇
拓
ラ
、
繋
壌
携
ご
喜
趨
ち
女

…
糖
馨
舗
器
搬
．
嘩
雛
雛
繋
勧
叢
葬

冨
奪
や
線
書
諮
箒
④
速
礪
茸
ぎ
建
喜
穿
、

噌
小
丘
酸
っ
普
通
兀
山
は
崖
の
多
臓
協
義
が
勢
づ
た
の
で
つ
い
た
と
嬉
ρ

㎝
樹
木
⑳
少
な
い
乏
セ
み
を
き
す
の
‘

一
だ
が
、
ヒ
こ
㊧
地
形
に
爆
あ
て
は

Ψ
ま
ら
な
い
。
昔
倉
氏
の
故
郷
、
山

一
形
県
川
洒
町
璽
焦
倉
館
の
あ
る
場

解
所
か
ら
ど
っ
た
と
い
う
が
寸
そ
う

仲
船
め
地
名
は
な
い
。

旛
懸
鄭
レ

お
あ
嚢
こ
発
　
コ

｝
7
グ
は
ア
イ
ヌ
語

一
舜
鳴
き
声
の
レ

霧
計
離
、
各
．
劉

州
鱗
諺
麟
▽
地

酬
。
こ
ろ
か
ら
厩
」
α
、
！
、
㌧

岬
山
上
に
古
墳
力
多
し
た
め
9
い
た

帽
也
も
い
う
（
粛
文
家
分
祖
先
隷
血

芳
出
皇
嘉
う
）
．
い
ず
卿
紬
に

ψ
欝
ウ
け
砂
函
う
で
謁
適
。
真
名
板
ン

V
倉
バ
斎
川
N
山
の
岩
暢
で
ξ
こ
に
、

ザ

灘
ヵ
藁
憾
捕
薫
こ
と
奮

ψ
単
で
、
組
ー
⑳
せ
売
よ
う
だ
と
い

噂
う
と
こ
ろ
オ
危
つ
い
施
ど
い
う
4
。

菓
登
善
フ
か
・
難
食

窟
労
藩
螢
携
喜
深

噌
稲
を
束
ね
て
円
錐
形
に
し
た
も
の

四
癬
脱
嘉
踊
ア
⑫ 隅

が
心
そ
ん
巻
寺
は
な
い
。
㌧
コ
ツ
ポ

勘
ズ
小
下
倉
）
ヨ
モ
ク
ヨ
越

毎
葺
メ
妻
量
孝
蔦
璽

捧
仮
名
地
名
に
な
る
と
ま
っ
た
て

一
不
明
縄
人
の
者
前
に
も
随
分
変
マ

由来不明な地名

＿、脚＿，＿「．1

　　ダ2

『
た
も
の
が
あ
義
σ

．
そ
め
本
人
㊧
知
芳

，
ぬ
と
こ
ろ
で
線
が

勝
手
に
つ
け
で
し

［
も
な
5
な
い
。
そ

同
じ
よ
う
な
事
情

．
に
呼
ん
だ
（
つ
け

夙
だ
）
人
は
そ
れ
な

．
’
；
嘗
の
霧
．

ま
う
か
ら
ど
う
に
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
　
　
紳

れ
と
地
名
赴
や
や
　
晒

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

漣
と
思
う
。
最
初
鰐

　
　
　
　
　
　
　
ぼ

り
の
理
由
が
あ
っ
　
曽

　　　　　　　　　一　　　　　　　　直■　　　　　　　呼　　　　　　〔　　　　　｝　　　　竹　　　，邸　　一』　r融L　｛【｛

．
号
、
後
に
な
る
と
澱
初
豊
暴

は
忘
れ
ら
れ
て
独
咳
歩
ぎ
t
蜘
な

尻
と
饗
し
星
般
北
藤
妄

認
だ
が
地
煮
孟
魂
窪

来
店
摩
史
が
あ
る
の
だ
か
蓼
大
切

に
保
護
し
ノ
v
と
思
う
。

　
　
．
人
市
裏
編
ぎ
ん
室
・
風
聞
）

　
　
（
付
記
》
四
年
間
に
わ
た
っ
た
「
地

　
名
プ
レ
ツ
藷
」
億
こ
れ
で
終
り
ま
す
。

　
来
月
が
啄
「
郷
土
史
ア
レ
コ
レ
」
を

　
連
載
し
ま
す
。
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励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

r
9
量
ザ
ー
，
‡
奮
，
9
ー
ザ
釈
亨
彰
魁
ザ
参
ー
ー
ー
ー
ー
ー
妻
華
ー
し

ト
誓

イ
ド
ル

わが家のア

　ママからひとこと

　　ミ元気で明るく育って般

騒　
　
　
「
ピ
ア
ニ
カ
を
ふ
い
て
い
る
友
だ
ち
」

　
　
　
　
　
渡
辺
佳
奈
子
（
福
岡
小
4
年
）

わたしの

　勿暫曽勿
　
　
　
　
「
体
育
祭
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
志
村
亜
紀
子
（
深
谷
小
6
年
）

懲蹴慰

魯届
歌
　
壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
の
木
木
き
び
し
き
冬
を
耐
え
来
た
り
南
天
の
実
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
き
色
添
え
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
雪
に
道
と
ざ
さ
れ
て
静
も
れ
ば
人
恋
ふ
心
の
し
き

川
股
兵
三
選

振
袖
の
着
物
華
や
ぐ
幼
ら
の
写
真
入
れ
た
る
娘
の
文

届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

寒
き
夜
は
亡
き
姑
好
み
し
粕
汁
を
つ
く
り
て
夫
の
食

膳
に
添
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

獅
子
舞
を
恐
れ
隠
れ
し
末
の
子
も
背
広
の
似
合
う
青

年
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
朝
子

冬
日
さ
す
風
呂
場
に
つ
り
し
洋
蘭
の
固
き
蕾
を
今
宵

た
し
か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

老
い
く
れ
ば
人
の
訪
い
来
る
幸
せ
の
身
に
泌
み
今
日

も
小
店
商
う
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

朝
起
き
て
凍
て
し
硝
子
に
指
先
で
字
を
書
く
孫
は
五

歳
に
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

り
に
わ
き
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

小
正
月
祝
ふ
行
事
の
微
笑
ま
し
診
察
室
に
下
が
る
繭

玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

酷
寒
の
あ
く
ま
で
澄
み
し
青
空
に
成
人
の
日
の
日
の

丸
映
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
吉
蘭

た
わ
わ
な
る
南
天
の
房
実
い
た
め
じ
と
重
く
積
も
り

し
雪
を
払
い
り
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
久
子

還
暦
の
夫
を
祝
ひ
し
宴
に
て
養
老
の
一
曲
を
あ
ぶ
な

げ
に
謡
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

鉢
植
の
蕾
ふ
く
ら
み
紅
梅
の
花
開
く
日
を
楽
し
み
に

待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

土
砂
降
り
の
雨
を
避
け
つ
つ
荷
を
提
げ
て
暗
き
停
留

所
に
バ
ス
を
待
ち
を
り
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

猫
柳
の
芽
吹
く
川
辺
に
子
等
と
行
き
春
日
浴
び
し
は

遠
き
日
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
・
　
高
橋
和
歌
子

卜但

壇

鈴
木
貞
二
選

山
門
の
梅
香
ぐ
わ
し
く
魚
板
鳴
る

冴
ゆ
る
夜
の
赤
提
燈
の
揺
れ
て
お
り

凍
大
根
窓
に
吊
り
春
待
ち
に
け
り

針
や
す
め
身
も
休
め
お
り
春
炬
燵

梅
の
香
の
茶
の
間
に
匂
い
茶
の
時
刻

梅
咲
い
て
心
安
ら
ぐ
タ
ベ
か
な

大
試
験
入
世
長
く
道
け
わ
し

臼
梅
や
障
子
に
映
る
老
姉
妹

白
鳥
の
ま
き
餌
に
集
い
美
し
き

厨
ま
で
香
り
は
な
ち
て
古
梅
咲
く

日
だ
ま
り
の
枯
草
ぬ
く
み
春
兆
す

大
試
験
姪
三
人
も
う
け
て
お
り

寒
明
く
る
霧
立
ち
こ
め
て
雨
も
よ
い

水
餅
の
凍
水
の
下
静
も
り
ぬ

立
春
の
日
ざ
し
を
浴
び
て
ガ
ラ
ス
拭
く

　
○
次
回
課
題
は
花
（
さ
く
ら
）
一
切
、

佐
藤
　
周
子

鈴
木
鉄
二
郎

斎
藤
　
朝
子

近
内
　
キ
ヨ

岡
崎
　
澄
子

大
庭
　
良
子

川
村
　
静
恵

鈴
木
　
民
子

佐
藤
　
善
夫

高
橋
和
歌
子

遠
藤
　
省
三

青
木
　
良
子

草
野
　
美
沙

鈴
木
　
い
く

石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
迄

〇
四
月
旬
会
は
四
月
二
十
九
日
㈱
十
二
時
半
よ
り
中
央

公
民
館
で
行
い
ま
す
。
題
、
牡
丹
、
お
ぽ
ろ
夜
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※
次
回
か
、

り
市
民
文
芸
は
、
各
卜
句
ヒ
日
を
掲
載
い
た
し
ま
す



藤師直柱宅募算中

◇白石市城南市営住宅

〉所在地　白石市大平森合字城南

　61　市役所より徒歩約15分、国

　道4号線バイパス沿い

レ募集戸数　9戸〔6，6，7（洋）〕

　3D　K中層耐火3階建

〉家賃　月額　23，000円

◇白石市郡山市営住宅

〉所在地　白石市郡山字雨ケ作15

　－1　白石工業高校入口より徒

　歩約5分
レ募集戸数　4戸〔6，6，4．5帖〕

　3DK簡易耐火2階建
〉家賃　　月額22，000円

★受付期問　随時受付しますので、

　市役所建設課住宅係にお申し込

　みください（日曜、祭日と土曜

　日の午後は除く）なお、人居基

　準等詳しいことは建設課住宅係

　（内線242）までどうぞ。

1塾jじ材「 執痔度アし〆ヒ利用

　　象庭教青写，磯注 募、集

　「テレビ視聴」を中心とした集

団学習を通じ、疑問点また問題点

などを話し合う勉強会です。

〉対象①幼児学級（3歳～5歳

　児を持つ母親）②小学生前期（1

　年～3年生の児童を持つ母親）

　③小学生後期⑭年～6年生の

　児童を持っ母親）各如名

＞期間　昭和60年5月～61年3月

　（月1回10時～12時1

〉場所　中央公民館（視聴覚室）

〉利用するテレビ放送　「N　H　K

　おかあさんの勉強室」

レ申し込み　4月30日まで自石市

　教育委員会社会教育課（内線411）

　へお申し込みください。

「古文書解読」と会員募集

〉日時　4月19日〔金｝午後1時30分

レ場所　中央公民館

15

鐘婦、へ小ランブで／r

　　　　6期宜募集
〉対象　市内在住の婦人　40名

　（20歳～60歳）

〉期間　昭和60年5月～昭和62年

　3月（月1回2時間）

〉場所　自石市中央公民館

〉主な学習内容　Oボランテでア

　の正しい理解　○文化財にっい

　ての学習　016ミリ映写機の操

　作　○他市町との合同学習会

　○施設見学　○スラfド制作

〉申し込み　4月30日まで白石市

　教育委員会社会教育課（内線411）

　へお申し込みください。

鰯1灘年痩・ヨ石絹告撃学珪・甘「

　市内に1年以上住んでいる人の

子弟で高等学校以上の学校、また

はこれと同等の学校に在学する学

術優秀・品行方正・心身ともに健

全で、経済的な事由で学資の支弁

が困難な学生を対象に奨学生を募

集します。

1〉募集人員　　〔応募状況により変

更することがあります。）

　○大学生

　O短大生
　○高校生

＞貸付金額

5入以内

3人以内

2人以内

　○大学生（目額）2万円

　○短大生（月額）2万円

　○高校生（月額）1万円

〉申請手続　教育委員会事務局に

　申請用紙がありますから、所定

　の事項を記入し、学校長の推せ

　ん書とともに5目10日まで教育

　委員会に提出してください。

　　なお、日本育英会等から奨学

　金を受けている方は、ご遠慮く

　ださ1，㌔

　　詳しいことは、教育委員会事

　務局庶務課（内線414・415〉ま

　でどうぞ。

　かるた教室と受講生募集

1〉日時　毎週月曜日午後7時～9時

レ場所　中央公民館第2講座室

幽国際嵩年無言論昭和1）1．江守

　弟13回嘗城県青年の外「㍉う

　　　　沁募案内

〉運航日程　8月18日旧）～8月29

　　　　　　日困12日間

1〉訪問先　中華人民共和国

　　　　　（上海市、杭州市）

レ応募資格

　11）20歳以上30歳未満の青年

　（2）過去に県青年の船団員となっ

　　た者を除く。

　〔3岸生であっても青少年健全育

　　成等各種ボランティア活動に

　　熱意のある方は参加可能です。

〉主な活動内容　船内での研修活

　動のほか、訪問先では人民公社

　等の視察や家庭訪問・中国青年

　との交歓会などを行います。

レ経費　11）参加負担金16万5千円

　　　　（21諸経費　4万円

〉応募人員　県全体　324名

1〉申し込み先　自石市教育委員会

　社会教育課（内線411）

〉申し込み期間　4月1日旧｝から

　5月15日（FDまで・

瞳Gl）年度宮城県斎少年の翼

　ソィ・、廃し’英会詰・民、肖

　　研修募集　巾一点「『㌧鉦

〉主催　宮城県青年の船友の会

〉期間と団員　8月1日㈲～8月

　13日（・ノ0　12泊13日間　団員80名

　詳しくは、市教育委員会社会教

　育課（内線411）へどうぞ。

罐 みやき少年の船185

　　団員舅集1十1

〉主催　宮城県青年の船友の会

〉実施期日　8月14日（オO～18日田｝

　（4泊5日）

〉募集団員　県内小学校在学5・

　6年生　43（1名

〉参加負担金　48，000円（事前研

　修費1万8千円とユニホーム含む）

レ訪間先　（イ）富士山（ロ）登呂遺跡

レ使用船　にっぽん丸（1り，450トン）

　詳しくは、市教委社会教育課へ。

公民館だより
☆サークルの募集

○英会話サークル

　ぐ毎週木曜日の午後7時～9時＞

　簡単な日常会話が楽しく身につ

　きます、⊃

○バドミントンサーケル

　〈毎週火曜日の午前10時～12時〉

　技術を基礎から学び、体力づく

　りにもなF）ます。

O絵画サー”レ

　〈毎月第3土曜日午後1時30分

　～3時30分〉

　絵画の技術を習得し、美を瀬養

　する。

》申し込み先　中央公民館

　佃4－5377、奮6－2453・＼どう

　ぞ。

一

　　　碑魍酎，》
　　　　レ嚢化講寮食《
　　　弓ヂ1

、登　戸　審
　　　鯛臨一一

一
も
阯

一
と

　3月15日から18日までの4日間、

中央公民館において「第4回公民

館まっり」が盛大に開催されました。

　昭和59年度事業の総決算として、

公民館で学習に取り組んだ方々の

展示・発表がなされました。15日

の催しは、婦人ボランテでアによ

る入形劇と親子映画会、16日には、

麓

嗣冒▼　》桝　 麟　r

5L

尊

盤1

▲はらたいら氏の講演

郷土芸能「白石団七踊り」が披露

され、続いて漫画家はらたいら氏

を招いての文化講演会が行われ、

会場は満席の盛況ぶりでした。日

曜日の17日には、女子家庭バレー

ボール大会が行われ、熱戦が繰り

広げられました。

一図書館一
☆早めに手続きを！ノ

　書きかえは、備え付けの用紙に

住所、氏名、電話番号などを書い

ていただくだけです，二，

　初めて本を借りたい方も同様に

簡単な手続きでf昔りられます。

〈本の貸し出しは＞

⊂市内に住所、勤務先、通学校の

　ある方ならどなたでも借りられ

　ます。

②1回に何冊でも借りられます。

　〔子供は3冊まで）職場、家族、

　グルーフでも借りられます。

③期間は、11日間（新刊雑誌は3

熟
囲か

刀
．

　日問）グループは1カ月間の貸

　し出しです。

〉その他　読書相談、調査研究の

　相談などにも応じています。

○子供の読書室は、赤ちゃんから

　幼児、小・中学生、子供の本に

　関心のある方など、どなたでも

　ご利用できます。紙芝居も用意

　しておりますので、グ1レープ、

　ご家族皆さんでご利用ください。

〉開館時間　月曜～土曜日午前9

　時～午後5時（小原分館の土曜

　開館は正午までになります》、

〉休館日　日曜日、祝日、月末、

一髄の

跨》

1まう二喜亭

　年末年始、ばく書期間（10月1

　日～10月10日）

☆動く図書館一こまくさ号

　4月から登録番号の書きかえを

いたします。

　こまくさ号は、約1，600冊の本

を積んで毎月1回きまった時間に

巡回しています。

　本館が遠くてなかなか本を利用

できない方は、こまくさ号をご利

用くださ1、㌔

　1回の貸し出し冊数は、1人3

冊までです。

図書館　燈6－3004
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お，．．言しら1せ1

諜　・

、〒989｝02∫

市稼所’海・所在地・

白石市字桜玉路訪

嫁521”o綜）』

1国民年金1
　’、一＿．＿＿　　　＿

＿＿
　 　　　 ＿＿　ノ『

納め芯れ惨ありまセんか

　国民年全保除料
　59年度分（59年4月から60年3

月分まで）の保険料は納めました

か。もう一度お確かめ1ださい。

　保険料を納め忘れて1、ミますと万

一の事故のとき、障害年金や母子

年金などを受けられないばかりで

な・く、将来の老齢年金さえも期間

が足のず受けられな1なる場台が

あります、ン

　59年度分の保険料は、4月3U日

まで納めることができます，。、

　生涯にわたって受け続ける大切

なあなたの年金です。

　納め忘れの保険料は、4月3U日

までに必ず納めましょう。

市
　、、一婁　級丁1一、｝t、産

　＿　　μ婚（ら．麿1し旨！、け

　『蔵案プ）記ll、と”

　人口動態調査は、保健衛生や社

会保障の資料になる重要な調査で
す，；、

　戸籍法及び死産の届出に関する

規定によって市町村が上記事項を

受理した都度、人口動態調査票を

作成しています。

　国勢調査の年である昭和60年4

月1日から昭和61年3月31日まで

の1年間、出生、死亡、死産、婚

姻、離婚の届けをされる方は、届

書の「職業」欄（死亡は産業を含

む）に下記事項を記入していただ1

ようになっていますので、ご協力

ください。

①出生　子供が生まれたときの父

　及び母の職業

②死亡　死亡したときの本人の職

　業及び産業

③死産　死産があ一）たときの父及

　び母の職業

④婚姻　同居を始める前の夫及び

　妻’の職業

㊤離婚　別居する前の夫及び妻の

　職業

　これらの結果は、公衆衛生、労

働衛生、社会福祉等多方面にわた

って重要な基礎資料として利用さ

れます。なお、わからない日寺は、

市民課または各出張所窓口でお尋

ねぐださい。

騨幼稚園巨粋L誉惜の啓え丁｝’

　三力祥匡園のf果育半斗力¶召不06【工年』4　月

分から月額、3，0α）円が3、600円に

改正されました。

　　　〔

～
一

隊

塑

評7

　保険証は4月1日力紡。
　　碧牙1ノくなりました

　史新はもうおン斉 みてし．；うか

　国民健康保険の保険証の更新を

3月中に市内の各地区で行いまし

たが、都合で更新きれなかった方

は至．急、取り替えて1ださい、、，

　新しい保険でないと4月1日か

ら医者にかかれません。

　なお、　ゴ星耳哉季皮f呆F寅者等言正日月書も

4目1日から新しい保険証に変り

ました。遠くで学校に行ってt・、る

八や仕事をしている入のための豪、

1捨または・愚も新らしくなりました。

乳幼児医療費支給者証は番号が変

ります。交付を受けている方は、

これらも一緒に取り替えてくださ

1、』つ

　更新は、市役所保険課（自石・

大平・福岡地区1及び各出張所で

行っております，、

固定資産課税台帳

の縦覧期間について

　固定資産課税台帳の縦覧を次の

とおり行いますので、ご利用くだ

さい。

〉期日　昭和60年4月1日～4月

　20日（ただし、日曜日を除く執

　務時問内）

〉場所　臼石市役所税務課

※昨年、相続、贈与、売買及び家

屋の新増築、取りこわし等を行っ

た方は台帳を確認してくださいQ

　登録等にあやまりかあソた場含

の修正する期間でもあります）で、

ぜひご来庁のうえ縦覧をお願い1、

ます。なお電話による問い台わせ

は受付けできません，のでご了承1

ださい、⊃

たばこは市内で買いましょう

！／市敬老金＼
！　　　　　！　　　　　の贈呈　ノ

　本年1月1日現在で、満77歳以

上‘明治41年1月1日以前の出生

者）で白石市に引き続き1年以上

居住している方に市敬老金を贈呈

　しますc、

》敬老金の額　年額5，α）O円

》持参するもの　通知書、印鑑。

〉その他　受領は代理入でもかま

　いません。通知書は4月1日付

　で発送しますが該当きれる方で

　通知がない場白・は社会福祉事務

．　所または各出張所、分室にお申

　し出ください。

　贈呈の日時と場所

贈呈日

4月1（旧

間

9．oo～

15：0り

地区 場　　所

　　　市　没所白　石
　　　1市民：！＝一rb

璽越喉所
斎　川　斎川出張所

平大

矧晦沢

臼　川

福　岡

小　原

た平｝｝室

張吐曜

自川出張所

室バ
ゲ岡

・1・原出張所

〆用水路川千し＼、

丞φ皐薩童を
　用水路のい、tlんせつと補修を目

白勺とする』葎の川二Fしを次により行

いますゐで、期問中各掌庭では周

囲や占用薗所の溝払い卸、て：だ

さい，なわ、火の元には充分気を

つけましょうこ，

〉期間　4月13日㊥午前6時から

　15日艸午濠5時まて13日間夜

　間をrぎむ1

レ区域　日石土地改良区管轄用水

　路全域；，

田　I 　凹　卿　騒　o　丑　曜　め　自　呂　り　盧　詞　臼

官公庁だより
自如鴨吻11日囲邑貯雪紐剛胆田旧

／』蕊認
　4月は、各職場でサラリーマン

1年生が初めての給料を手にしま

す。その給料やボーナスを受け取

るときに、所得税か源泉徴収きれ

ます，、このようにして源泉徴収さ

れた所得税は、12月最後の給与の

支払いを受けるときに年末調整に

より、1年闇の所得税が精算され
ます、⊃

☆白石霞報電話局から

　　　社名変夢のお知らセ

　長い間、「日本電信電話公社」の

呂称で皆様に親しまれてきました

が、4月1日を期してHTT「日
本電信電話株式会社」と社名を改

称『、、民間企業に移行することに

なりました。

　これまで1♂）ご愛顧に～柴く感誇rす

るとともに、これからも、真に世

の中の役に立つヒューマンな企業

をめざ1．て、職員一同努力して参

る所存でありますので、今後とも

倍旧のご愛顧、とご利用を、心から

お源頁い1、嵩た1．ます；

　　　　　　　　白石郵便局

　郵便局では、身体障害者手帳（1

級または2級）をお持ちの方で3

月31日現在満6歳以上の方に身体

障害者福祉強調運動にちなみ「青

い鳥はがき」を1人につき21）枚を

ブレゼントします。

　ご希望の方は、郵便局で所定の

用紙に記入し、手帳を提示し、お

申し出て1ださい。

　なお、郵便による申し出、代理

人による申し出もできますので、

5月31日まで手統きを済ませてく

ださい，⊃

　詳しくは、郵便局（暦5－2743）

におたずね1ださい。

隆寵繋畜・ゲ
　4月は、ス、学や転勤など異動月

です、ン郵便局にも転居届を提出し

て1ださい。転居届を梶出します

と、旧住所あての郵便物でも1年

間新住所に配達されます。

　もし提出きれないと大事な郵便

牛勿力f差出人に戻きれるこ、とになり

ますので、必す届けてください，

赤十字運動にご協力をガ
　赤十字が1年1回皆様のご奉仕

をいただく「赤十字社員増強運動」

は本年も4月1日からfテいます，

　赤十字社員増強運動とは、市民

のみなさんと法八の方々に赤十宇

事業をご理解いただき赤十字社員

にご加ノ、いただいて赤十字の事業

資金となる社費をη杓めていただ1

運動です，

　二の運動の完遂によっで赤十宇

、は、みんなの健康をまもる医療や

血液事業、奉仕団や青少年赤十字

〔J　RCl・　害のオ縮蔓や各種の

福祉活動、世界各地に発生する災

害や粉争による難民救護なと　）人

道的事業を行うことができます。

　あなたのお宅へ赤十字の奉仕者

がお伺いいたしますからご協力を

お願いします，，

　日本赤十字社宮城県支部白石市

　地区1白石市社会福祉事業所内1

ブ6
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　　新型電車の始発式
　3月2日、東北本線白石一仙台
間に登場した新型電車「グリーン

ライナー」の始発式が臼石駅で行
われました。白石駅午前7時発の仙

台行き下り普通列車（新幹線車両
孝同じクリーム地にグリーンの帯
を付けたスマートな電車）の始発式。

》峨　8、〆

　噸
　箋｛ 　　　．犀準鷺　　蟹　　　．．邑，P躊臨

　　防火音頭のパレード

　3月10日、春季全国火災予防運
動の一環として、白石市婦人防火
クラブ連合会（小関秀子会長）主
催による防火音頭のパレードが、

小型ポンプ車を先頭に市内の商店
街で行われ、会員約200名が踊り
で防火の呼びかけをしました。

儀昌

　標語入りハンカチ贈呈
　3月7日、新入学児童の事故防
止に役立ててくださいと漂語「と
び出しは　ぼくも、車も　どっき
んこo」の印刷がされている黄色1．亀

ハンカチ600枚が安全協会臼石支
部と母の会の代表者から川井市長
と鈴木教育長に手渡されました．

休日急患当番医
月　日

4／7
14
2！

28
29

5／3

内 科

三1甫クリニック（5〉6854

加藤伺）医院（5〉2001

柿崎医院（5）2210
三1甫クリニック（5）6854

大沼医院（5〉2502

広瀬医院（5）0238

外 科

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院52010
宮城医院（5）2062

加藤㈹医院（5導701

※都合により変更になる場合もあります。

相 談（4月分）

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦八相談

無料法津
相　　談

身障者
相　　談

相談日

15

15

15

5・25

16

15

15

　15
毎週月・火・

オい木・金

リオン11・26

9ーホニ

15

15

9

闘上
呼

10：00～

　15＝00

10：00～

　15；00

10＝00～
　15＝OO

10：00～
　12＝00

10＝00～

　13＝00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10＝00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15＝00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階相談室

第3会議室

自石市役所

2階会議室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

　”hの方の職裳斡旋。
　される方は、事前に福祉協
　5－3111〔内線14Slに二連
縮、ださい；

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等
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